
デジタル・フォレンジック
内部不正,情報漏えい,
退職者端末調査サービス

デジタル・フォレンジックとは、日本の捜査機関等が被疑者の端末を調査・解析をする

ことで立件、立証をするための技術です。

■内部より情報漏えいが発生したかもしれない・・・・

■不正アクセスによって機密情報が外部へ流出した！？

■退職者が出た後に、怪しいメールが届く様になっている・・・

■社内ネットワーク内の情報が削除されている・・・

■退職者による情報漏えいの懸念がある・・・

弊社は法執行機関の捜査支援を20年以上実施しており、民間企業においては、粉飾決算

などの会計不祥事や社内の内部不正に対応するためにIT機機器・端末の解析を行い、事実

関係を解明するサービスを提供しています。

端末の特定から証拠保全を行い、メールやPCに保存されたファイルなどの電子データを

解析することを通じて、企業価値の向上、事実究明に役立てて頂いております。



<お問合せ先>

株式会社ワイ・イー・シー
住所：194-0005
東京都町田市南町田3-44-45
TEL：042-796-8511
お問い合わせフォーム - YEC（株式会社ワイ・イー・シー） (kk-yec.co.jp)

URL:  https://www.kkyec.com/

・システムの起動／停止

・プログラムインストール情報

・自動実行プログラム情報

・ブラウザのアクセス情報

・外部接続情報

・無線LAN接続履歴

弊社は日本のデジタル・フォレンジックの創生期より解析用機器、
ソフトウェアを捜査機関及びセキュリティベンダー向けに開発して
きました。

昨今の情報漏えいの増加、不正事案に伴い、フォレンジック調査及
びデータの復旧、サービス後の再発防止提案までトータルでソ
リューションを提供しております。

・ジャンプリスト

・Shell Bag情報

・メール

・タイムライン

・データ復元

・Googleドライブ etc…

• 離職者が使用していたパソコンの調査
• ウィルス感染の疑いがあるパソコン調査
• 社員によるパソコンの不正調査 etc

サービス内容

事前ヒアリング 証拠保全 調査解析 報告書

サービスご利用の流れ

事前に調査したい内容をお聞きし、現場で対象メディアを確認し、改ざんされないように複製を作成し、
初期調査を実施し調査結果をご説明します。その後必要であれば、複製した媒体を持ち帰りより深い調査を実施いたします。

初動調査サービス
１．現地または弊社ラボ内で証拠保全
２．現地または弊社ラボ内での初動調査+簡易報告
３．報告書提出

【主な調査内容】
・指定カテゴリのファイル復元
➡メールの場合：メールがいつ削除されたか閲覧できるようにメールを復元
➡画像の場合 ：削除されたファイルも含めたファイルリスト抽出
・レポート
➡Windowsのバージョン、システムOn/Off履歴、最近開いた文書リスト、最近実行したプログラムリスト、
ごみ箱のファイルリスト、接続された外付けデバイスリスト、インターネット履歴リストなど

調査データ例 こんな時に・・・

https://www.kk-yec.co.jp/inquiry/index.html
https://www.kkyec.com/

